
「スクール・ニューディール構想」
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自 車振
ディーラーまたは

環境対応車の普及促進

○環境性能の改善が進んできた最新の車の需要減、自動
車ユーザーの保有期間の長期化への対応は、環境対策の
観点から重要。裾野の広い自動車産業の活性化は、景気
の早期回復のためにも不可欠。

○環境性能の良い新車の購入促進策により、環境対策と
景気対策を効果的に実現する。

事業の目的

○乗用車（登録車・軽自動車）及び重量車（トラック・
バス等）について、以下の対策を実施。

事業の内容
事業イメージ（乗用車）

実施体制

国 民間団体等

定額補助

申請者

定額補助

【執行体制(検討中)】

国費：3,702億円
（国交省と協力して実施）

参考

国

⑤審査結果
の通知

③申請書類の
準備・提出

⑦補助金
の交付

②登録事項
等証明書等
の申請代行・
発行

新車購入者

次世代自動車振興セン
ター（本審査）

ディ ラ または
自販連代行センター
（申請書類の整備・
取りまとめ、事前審査）

国交省（陸運局）

④審査

⑤審査結果の通知

⑥補助金額
の報告

①経年車の廃車を伴う新車購入補助
車齢の古い車を廃車し、一定の環境性能を有する
新車を購入する者に対する補助。

②新車購入補助（経年車の廃車を伴わないもの）
環境性能の良い新車を購入する者に対する補助。

要 件 登録車 軽自動車
車齢13年超車から
2010年度燃費基準達成車へ

25万円 12.5万円

要 件 登録車 軽自動車

４☆ かつ
2010年度燃費基準+15%以上

１０万円 ５万円

＜乗用車＞ （登録車・軽）

要件 小型（GVW3.5tクラス） 中型（GVW8tクラス） 大型（GVW12tクラス）

車齢13年超車から
新長期規制適合車へ

40万円 80万円 180万円

＜重量車＞ （トラック・バス等）

要件 小型（GVW3.5tクラス） 中型（GVW8tクラス） 大型（GVW12tクラス）

2015年度燃費基準達成車
かつNox又はPM+10%低減

20万円 40万円 90万円

＜乗用車＞ （登録車・軽）

＜重量車＞ （トラック・バス等）
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【目的】 ①CO2の削減、②経済活性化、③地上デジタル放送対応テレビの普及
【開始時期】7月にエコポイント申請受付を開始、8月に商品交換開始を予定

省エネ家電
の購入・買換

冷蔵庫エアコン

テレビ

エコポイント
申請

エコポイント
交換商品

消

費

CO2削減

家電販売店 保証書
領収書
等

郵送
ＰＣ

（環境省、経済産業省、総務省共同事業）

エコポイント事務局
グリーン家電普及推進コンソーシアム
（株式会社電通、凸版印刷株式会社等６社）

＜交換商品＞

①省エネ・環境配慮に優れた商品（省エネ型電球、充電
式電池、その他）
（提供事業者９社を１次公募で選定）
②全国で使える商品券・プリペイドカード（提供事業
者が環境寄付を行うなど、環境配慮型のもの（公
共交通機関利用カードを含む））
（提供事業者９８社を１次公募で選定）
③地域振興 資するも

エコポイントの活用によるグリーン家電の普及＜2946億円＞
参考

者

＜エコポイント数（点）＞
国

原資提供原資請求

原資提供
基金

５／１５以降
③地域振興に資するもの（地域商品券、地域産品）
（提供事業者１６４社を１次公募で選定）

エアコン 冷蔵庫 テレビ

統一省エネラベル
４☆相当以上の製
品の購入

３.６kW以上 ９,０００
２.８ｋW、２.５ｋW ７,０００
２.２ｋW以下 ６,０００

５０１㍑以上 １０,０００
４０１－５００㍑ ９,０００
２５１－４００㍑ ６,０００
２５０㍑以下 ３,０００

４６V以上 ３６,０００
４２V、４０V ２３,０００
３７V １７,０００
３２V、２６V １２,０００
２６V未満 ７,０００

さらに、リサイクル
（買換）を行う場合

３,０００ ５,０００ ３,０００
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